
地域を元気にするために必要な提案事業 

事 業 提 案 書 

 

当地域協議会では、平成２８年２月に頸城区総合事務所と共催をして、区内５か所

で「地区別意見交換会」を開催してきました。この意見交換会は、各地域の抱える課

題について相互理解を深め、課題を解決するために住民の皆さんと行政等が各々の立

場でどう取り組むか、どう連携していくべきか等について、住民の皆さんと語り合い

「地域課題への気付きの場」としてきたものであります。 

意見交換会には、１１０名からの住民の皆さんの参加があり、７０項目からの広範

囲にわたる地域課題が意見として寄せられました。 

これらの地域からの意見を受け、地域協議会では、当協議会内に設けてある「地域

振興部会」「産業部会」「教育福祉部会」の３部会で協議を進め、自主的審議事項のテ

ーマ設定に向けた絞り込みを進めてまいりました。 

協議の結果、「地区別意見交換会」のいずれの会場でも出ていたご意見の、「大池・

小池周辺を総称する“大池いこいの森”が、にいがた景勝１００選や新潟県森林浴の

森１００選にも選ばれた歴史的にもすばらしい景勝地であるにも関わらず、観光資源

としての利活用が不十分ではないか」という指摘に応えるため、平成２９年１１月「大

池・小池の観光資源としての利活用について」を自主的審議事項のテーマとして取り

上げることに決定しました。 

また、この自主的審議を進めるなかで住民との意見交換会や現地調査・市の担当者

からの情報収集なども踏まえ、この度、「大池・小池の観光資源としての利活用につい

て」を具現化する事業概要を取りまとめたところであります。 

つきましては、当該事業を「地域を元気にするために必要な提案事業」として提案

いたしますので、ご支援、ご指導をお願いいたします。 

 

 

◎事業概要   別紙のとおり 

 

◎市への具体的なお願い事項 

 ・各事業実施にあたって、市担当課の主体的な取組みと支援 

 ・「大池・小池の観光資源としての利活用について」の事業のために必要な運営

費及び事業費の補助 

  



平成３０年１０月１９日 

 

頸城区地域協議会 

 会長  井部 辰男 

 

 

上越市長  村山 秀幸 様 

  



事 業 概 要 書 

事 業 名 大池・小池の観光資源としての利活用事業 

事業の目的 

頸城区には風光明媚な大池・小池という歴史的にもすばらしい自然

観光資源がある。しかし、十分な利活用がなされていない。頸城区

の観光振興を通した活性化等を図る観点から、大池・小池の施設の

周辺整備を進める。 

事 業 概 要 

１ ビジターセンターの観光施設としての利用促進 

 大池・小池を地域の宝として活用すべく、ビジターセンターの観

光施設としての利用促進を行う。 

 

 

２ 大池第３キャンプ場の駐車場の拡張 

 大池第３キャンプ場をより使いやすい施設とするため、周囲の自

然環境に配慮した駐車場の拡張を行う。 

 

 

３ 小池周辺の桜の整備 

 市内でも有数な八重桜の名所として、八重桜まつりの開催も視野

に、小池周辺の桜の整備のほか周辺全体の維持管理を行う。 

 

 

４ 大池・小池の釣り、並びにキャンプ場利用の有料化と管理事務

所の設置 

 大池・小池の利活用として釣りの再開、並びにキャンプ場の有効

利用としての有料化を進めるとともに維持管理のための管理事務所

を設置する。 

 

 

５ 大正山の整備 

 展望広場の整備、進入路・散策道の整備、通路転落防止柵の設置、

駐車場の整備、眺望等（立木）の整備を行う。 

 

 

６ 雁金城跡周辺の整備 

 雁金城跡来訪者の安全確保のため、危険個所の整備を行う。 

 


